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答申 

 

１ 審議会の結論 

  福岡県教育委員会（以下「実施機関」という。）が、平成３０年１月１２日付け２

９福図第１２１１号で行った個人情報不訂正決定（以下「本件決定①」という。）及

び平成３０年１月３１日付け２９福図第１２９７号で行った個人情報不訂正決定

（以下「本件決定②」という。）は、妥当である。 
 
２ 審査請求に係る対象個人情報の訂正決定状況 

(1) 審査請求に係る対象個人情報 

審査請求に係る対象個人情報（以下「本件個人情報」という。）は、福岡県立図

書館（以下「図書館」という。）が作成した管理運営報告書（以下「管理運営報告

書」という。）のうち、審査請求人とのやり取りについて記載した２５日分の管理

運営報告書（その詳細は別表記載のとおり。以下「対象管理運営報告書」とい

う。）中１９７か所に係る審査請求人の個人情報である。なお、審査請求人は、こ

の１９７か所の本件個人情報について、その内容を特定する上で、別表請求番号

欄記載の番号を付して、審査請求を行っているため、当審議会でも、本件個人情

報を表記するに当たり、当該番号（以下「請求番号」という。）を用いることとし

た。 

(2) 訂正請求の状況 

審査請求人は、福岡県個人情報保護条例（平成１６年福岡県条例第５７号。以

下「条例」という。）第２６条第１項の規定に基づき、本件個人情報について、訂

正することを求める個人情報訂正請求（以下「本件訂正請求」という。）を行っ

た。 

 (3) 不訂正決定の状況 

実施機関は、本件訂正請求に対し、別表記載の１９７か所の本件個人情報のうち

１６８か所について、条例第２９条第２項の規定により、本件決定①を行い、同じ

く２９か所の本件個人情報について、同条同項の規定により、本件決定②を行った。 

 
３ 審査請求の趣旨及び経過 

 (1) 審査請求の趣旨 

審査請求の趣旨は、実施機関が行った本件決定①及び本件決定②に係る本件個人

情報を訂正するとの裁決を求めるというものである。 

(2) 審査請求の経過 

ア 審査請求人は、平成２９年７月５日付けで、実施機関に対し、条例第１３条第

１項の規定により、本件個人情報に係る開示請求を行った。 

イ 実施機関は、平成２９年７月２０日付けで、本件個人情報に係る部分開示決定

を行い、その旨を審査請求人に通知した。 

ウ 審査請求人は、平成２９年８月１７日付けで、本件個人情報に係る開示を受け

た。 

エ  審査請求人は、平成２９年１１月１４日付けで、実施機関に対し、条例第２７ 
条第１項の規定により本件訂正請求を行った。 

オ 実施機関は、本件訂正請求について、平成３０年１月９日及び平成３０年１月

１０日付けで、審査請求人に対し、条例第２７条第４項の規定による補正を求め

た。 
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カ 実施機関は、平成３０年１月１２日付けで、本件訂正請求の一部を却下する決

定を行った。 
キ 実施機関は、上記オの補正を求めた部分及び上記カの却下決定の対象部分を除

いた１６８か所の本件個人情報について、平成３０年１月１２日付けで、本件決

定①を行い、その旨を審査請求人に通知した。 
ク 審査請求人は、実施機関からの補正の求め（上記オのとおり）に対し、平成３

０年１月２９日付けで、実施機関に対し文書を提出の上、補正を行った。 
ケ 実施機関は、補正を求めた部分（上記オのとおり）のうち、補正されなかった

として平成３０年１月３１日付けで却下した部分を除く２９か所の本件個人情報

について、平成３０年１月３１日付けで、本件決定②を行い、その旨を審査請求

人に通知した。 
コ 審査請求人は、平成３０年２月９日付けで、本件決定①及び本件決定②を不服

として、実施機関に対し、審査請求を行った。 
サ 実施機関は、平成３０年３月２６日付けで、当審議会に諮問した。 

 

４ 審査請求人の主張要旨 

  審査請求人の主張の要約は、以下のとおりである。 

(1) 本件個人情報の内容と本件訂正請求内容について 

本件訂正請求において審査請求人が訂正を求める内容（以下「本件訂正請求内

容」という。）は、審査請求人が、図書館の職員とのやり取りを記録した複数日の

録音データの内容（以下「録音データ」という。）を基にまとめたものである。当

該録音データから、本件個人情報の内容が事実とは認められず、本件訂正請求内容

が事実であるかどうかは確認できる。 

本件個人情報の内容には、発言していない事項、事実でない事項が記載されてい 

る。発言が一部カットされて記載されていることにより、意味が理解できなくなっ 

たり、違った意味になってしまっている。 

実施機関は、対象管理運営報告書について、審査請求人と実施機関とのやり取り 

を実施機関の判断により要約して記載したものであると説明している。しかし、実 

施機関が省略した部分は、実際の対話における重要な文言であり、対話の趣旨を 

理解するためにも必要なものであり、省略すべきではない。「管理運営報告書は要 

約して記載するものだから」として対象管理運営報告書にそうした重要な文言を記 

載しないことは、不適切である。 

(2) その他 

審査請求人は、命令的発言等をしていないにもかかわらず、本件個人情報の内容 

には、そういう発言があったかのような印象を与える文言が意図的に記載されてい 

る。 

実施機関は、審査請求人のことを警察に相談しており、それほど、審査請求人が

悪いというのなら、関係する公文書も通常以上に公正なものを公務員として作成す

る必要がある。したがって、本件訂正請求内容のとおりに追加や訂正をすべきであ

り、しなければならない。 

５ 実施機関の説明要旨 

  対象管理運営報告書に記載された本件個人情報の内容は、審査請求人と図書館の

職員との、面談や電話等におけるやり取りを、実施機関において精査の上、簡潔に要

約したものである。１９７か所の本件個人情報について、本件決定を行った理由は以

下のとおりである。 
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(1) 本件個人情報の内容が「事実」に当たる記載か「評価・判断」に当たる記載か 

「個人情報保護事務の手引」によると、訂正請求の対象は、「事実」であって、 

    「評価・判断」には及ばないとある。本件個人情報の内容のうち審査請求人の言動

に関する内容の中には、実施機関の「評価・判断」に当たる部分が含まれており、

この部分は、訂正請求の対象には当たらない。 

(2)  本件個人情報の内容が事実でないと認められるか 

対象管理運営報告書に記載された本件個人情報の内容は、審査請求人と実施機 

関の職員との、面談や電話等におけるやり取りを、実施機関において精査の上、 

簡潔に要約したものであって、本件個人情報の内容として、記載すべき内容が欠 

けていたということではない。したがって、本件個人情報の内容が事実でないと 

は認められない。 

録音データを確認したところ、本件訂正請求の対象である本件個人情報の内容 

    が本件訂正請求内容と同一であった部分については、本件個人情報の内容が事実 

でないとは認められない。 

(3) 本件訂正請求内容に訂正することで事実に合致する正しい個人情報になるか 

録音データを確認したところ、本件訂正請求の対象である本件個人情報の内容 

が本件訂正請求内容と同一であった部分については、本件訂正請求内容に訂正す 

ることで事実に合致する正しい個人情報になるとは認められない。 

(4) 追記が求められている部分について 

「個人情報保護事務の手引」によると、追記が必要な場合とは、「本来記載され

るべき経歴や資格等の記載が事実の誤認により記載されていない場合に、事実に

即して記載すること。」とある。本件個人情報の内容として、記載すべき内容が欠

けているとして追記が求められている部分については、実施機関の判断により要

約したものであり、事実を誤認している部分ではないため、追記が必要とは認め

られない。 

 

６ 審議会の判断 

(1) 条例の趣旨について 

ア 条例第２６条の趣旨 

本条は、正確でない、すなわち事実とは合致しない個人情報に基づいた行政処

分その他の行政行為等により、本人が不測の権利利益侵害を被ることを未然に防

止するため、実施機関が保有する自己の個人情報についての訂正制度（以下「訂

正請求制度」という。）を定めたものである。 

訂正請求制度において、本条第１項に規定される個人情報訂正請求（以下「訂

正請求」という。）を行うことができるのは、自己の個人情報の内容が事実でな

いと思料する場合であり、訂正請求の対象は、「事実」であって、「評価・判断」

には及ばない。  

また、「訂正」とは、誤っている情報を、事実に合致する正しい情報に直すこ

とをいい、これには、本来記載されるべき経歴や資格等の記載が事実の誤認によ

り記載されていない場合に、事実に即して記載すること（追加）や、事実の誤認

により存在しない経歴等が記載されている場合に、当該記載を当該事実に即して

消すこと（削除）が含まれる。 

イ 条例第２７条の趣旨 

本条は、所定の事項を記載した書面により訂正請求を行うべきこと等を定める

とともに、訂正請求書に形式上の不備がある場合の補正の手続について定めるも
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のである。 

本条第２項において、当該訂正を求める内容が事実に合致することを証明する 
資料（以下「証拠資料」という。）を提出することが訂正請求の要件として定め

られていることから、訂正請求人には、訂正内容が事実に合致する正しいもので

あることを証明する義務がある。 

ウ 条例第２８条の趣旨 

本条は、訂正請求に対する実施機関の訂正義務を明らかにするものであり、訂

正請求に理由があると認めるときは、実施機関が、個人情報を取り扱う事務の目

的の達成に必要な範囲内で、当該個人情報の訂正をしなければならないことを定

めたものである。 

「訂正請求に理由がある」とは、実施機関による調査の結果、当該訂正請求に

訂正を行うに足る正当な理由がある場合をいう。 

実施機関に訂正義務が生じるのは、訂正請求に理由があり、かつ、当該訂正が

個人情報を取り扱う事務の目的の達成に必要な範囲内であるときであるため、訂

正請求に理由があると認められない場合又は訂正が事務の目的の達成に必要な範

囲内であると認められない場合には、訂正義務は生じない。 

(2) 管理運営報告書について 

    管理運営報告書は、図書館の職員が、図書館利用者からの苦情、相談のほか、 

館内で起きたトラブルなど図書館運営に関する事項のうち、図書館長まで報告し 

館内で共有すべき情報について、まとめた文書であり、報告する者は、当該文書 

上に、その日時、場所、対応者及び概要（内容）を記載し、参考資料がある場合 

は、それも添付した上で、直属の上司を経て、図書館長まで回議している。 

(3) 本件訂正請求に理由があると認められるか 

上記６(1)アのとおり、条例第２６条は、訂正請求制度における訂正請求の対象

が、「事実」であって、「評価・判断」に及ばないこと、また、訂正請求に係る個

人情報の「内容が事実でない」と思料するときに訂正請求ができることを規定し

ている。 

これにより訂正請求があった場合、実施機関は、当該訂正請求の対象が「評

価・判断」ではなく、「事実」に関する記載であるか、「事実」に関する記載であ

る場合、その「内容が事実でない」か「内容が事実でない」場合、訂正請求人の

訂正請求の趣旨のとおりに訂正することで、事実に合致する正しい個人情報にな

るかを調査し、いずれも認められた場合には、条例第２８条の「訂正請求に理由

があると認めるとき」に該当すると判断することとなる。 

また、当該訂正請求制度は、上記６(1)アに記載したその趣旨に照らせば、事実

の誤認により、公文書に本来記載されるべき事項が記載されていないことや、本

来記載されるべきでない事項が記載されていることによって、公文書の記載内容

が誤って解釈され、本人が不測の権利利益侵害を被るおそれがある場合にも認め

られるというべきである。 

次に、本件個人情報は、審査請求人が図書館の職員との間でやり取りした内容を 

記載した対象管理運営報告書中の審査請求人の個人情報であることから、本件個人 

情報の「内容が事実でない」と判断するためには、証拠資料として、審査請求人と 

図書館の職員とが、実際にどのようにやり取りしていたのかを証明する資料が必要 

である。 

実施機関は、本件個人情報の内容は、実施機関が簡潔に要約したものであって、 
記載する内容が欠けているということではないことから、本件個人情報の内容が事 
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実でないと認められないと説明しているが、当審議会では、録音データを基に、 

本件個人情報の内容が事実でないかを検討し、その上で本件個人情報の内容が事実 

でないと認められる場合、本件訂正請求内容のとおりに訂正することで、事実に合 

致する正しい個人情報になるかについて、個別に検討する。 

ア 本件個人情報の内容は「事実」に関する記載か 

実施機関は、本件個人情報のうち、別表請求番号欄の請求番号８０・１２３・

１２７・２０６に係る本件個人情報については、審査請求人の言動に対し実施機

関が行った「評価・判断」を記載したものであって、「事実」に関する記載では

なく、訂正請求の対象には当たらないと説明している。当審議会で、本件個人情

報の全ての内容を見分したところ、対象管理運営報告書には、図書館の職員が審

査請求人に対応した日時、対応場所のほか、概要（内容）欄に、審査請求人と図

書館の職員との間でやり取りした内容が記載されており、これらの記載内容から

判断すると、別表請求番号欄の請求番号８０・１２３・１２７・２０６に係る本

件個人情報を含め、本件訂正請求の対象となる本件個人情報の全てが、いずれも

「評価・判断」ではなく、両者のやり取りという「事実」に関する記載であると

判断した。 

イ 本件個人情報の「内容が事実でない」と認められるか 

 (ｱ) 別表請求番号欄の請求番号４１・１３９・１５３・２０２に係る本件個人情 

報の内容が事実でないか 

a  実施機関が取り上げた箇所について 

実施機関は、本件個人情報のうち、以下の４か所について次のとおり説明 

している。 

(a) 別表請求番号欄の請求番号４１に係る本件個人情報の内容（知事室にも 

足を運んだ。）について、録音データを確認したところ、当該録音データ 

中には、「知事に出した」「知事に聞いた」との審査請求人の発言があっ 

た。本件個人情報の内容は、このような審査請求人の発言を踏まえ、実施 

機関が対象管理運営報告書に記載したものであるため、対象管理運営報告 

書を作成した当時において、当該本件個人情報の内容が事実でないとは認 

められない。 

(b) 別表請求番号１３９に係る本件個人情報の内容（「あなたのでっちあげ

だ」と発言した。）について、録音データを確認したところ、当該録音デ

ータ中には、「あなたのでっちあげ」との審査請求人の発言があった。し

たがって、当該本件個人情報の内容が事実でないとは認められない。 

(c) 別表請求番号欄の請求番号１５３に係る本件個人情報の内容(その後、

当方から提示した、５月１３日（金）、２０日(金)、２７日(金)から、５

月１３日を選択)について、録音データ中には、「５月１３日、２０日、

２７日」との図書館職員の発言があった。したがって、当該本件個人情

報の内容が事実でないとは認められない。 

(d) 別表請求番号欄の請求番号２０２に係る本件個人情報の内容（「なぜ警

察に相談したのか。自分の犯罪歴等を照会したのではないか。」「そのよ

うな照会は行っていない。」）について、録音データ中には、その旨の発

言があった。したがって、当該本件個人情報の内容が事実でないとは認

められない。 

b  審議会の判断について 

  上記 a の実施機関の説明に対して、当審議会は、別表請求番号欄の請求番
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号４１・１３９・１５３・２０２に係る本件個人情報の内容と録音データを

照らし合わせた結果、以下のとおり判断する。 

(a) 別表請求番号欄の請求番号４１に係る本件個人情報の内容について

は、「知事室にも足を運んだ」との記載に対して、録音データ中の審査

請求人の発言では、「知事に出した」「知事に聞いた」とあること、ま

た、別表請求番号欄の請求番号１５３に係る本件個人情報の内容につい

ては、録音データ中の図書館の職員の発言からは「２７日」の部分が不

明瞭であることから、当該本件個人情報の内容と録音データとの間に齟

齬が生じていないとまでは言い切れない。 

(b)  別表請求番号欄の請求番号１３９及び２０２に係る本件個人情報の内

容については、実施機関が説明するとおり、当該本件個人情報の内容と

録音データとの間に齟齬が生じておらず、どちらも審査請求人と図書館

の職員との間のやり取りの内容をそのとおり記載したものであることか

ら、当該本件個人情報の内容は、事実でないとは認められない。 

以上の理由により、別表請求番号欄の請求番号１３９・２０２に係る本件個

人情報については、その内容が事実ではないとは認められない。したがって、

これらの情報については、本件訂正請求に理由があるとは認められない。 

一方で、別表請求番号欄の請求番号４１・１５３に係る本件個人情報につい

ては、齟齬が生じていないとまでは言い切れず、事実でない可能性もある。 

(ｲ) 別表請求番号５７・６５・８０・１１４・１４５・１４６・１７５に係る本 

件個人情報の内容が事実でないか 

a  審議会が取り上げた箇所について 

 当審議会では、審査請求人と実施機関との主張が明らかに異なっている箇

所として、以下(a)～（g）の本件個人情報を取り上げ、検討を行った。 

(a)  別表請求番号欄の請求番号５７に係る本件個人情報の内容（議事録の

作成については、こちら側で判断すると回答。）について、審査請求人

は、「『義務はございません。議事録は作成しません。』と断った。」との

訂正を求めている。 

(b) 別表請求番号欄の請求番号６５に係る本件個人情報の内容（人間の対 

応ではない。）について、審査請求人は、人間の対応ではないとは言っ 

ていないとして、削除を求めている。 

(c)  別表請求番号欄の請求番号８０に係る本件個人情報の内容（カメラを 

２台持参してきたが、撮影はしていないようであった。）について、審 

査請求人は、カメラを２台持参してきたことはないとして、削除を求め 

ている。 

(d)  別表請求番号欄の請求番号１１４に係る本件個人情報の内容（迷惑行 

為の積み重ねが、違法（犯罪）行為となっている。他の利用者は口にし 

ないだけである。）について、審査請求人は、迷惑行為の積み重ねが、 

違法（犯罪）行為となっている。他の利用者は口にしないだけであると 

は言っていないとして、削除を求めている。 

(e)  別表請求番号欄の請求番号１４５に係る本件個人情報の内容（長時間

カウンターを占領し）について、審査請求人は、長時間カウンターを占

領してはおらず、すぐに退席したとして、訂正を求めている。 

(f)  別表請求番号欄の請求番号１４６に係る本件個人情報の内容（録音を

行うのは、庁舎管理の観点からであると回答）について、審査請求人
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は、図書館の職員は、録音を行うのは、庁舎管理の観点からであると回

答していないとして、訂正を求めている。 

(g)  別表請求番号欄の請求番号１７５に係る本件個人情報の内容（そのよ

うな差別的発言があった事実はなかった。）について、審査請求人は、差

別的発言はあったとして、訂正を求めている。 

b  審議会の判断について 

  上記 aの本件個人情報の内容及び本件訂正請求内容に対して、当審議会

は、別表請求番号欄の請求番号５７・６５・８０・１１４・１４５・１４

６・１７５に係る本件個人情報の内容と録音データを照らし合わせた結

果、以下のとおり判断する。 

(a)  別表請求番号欄の請求番号５７に係る本件個人情報の内容について 

は、図書館の職員は、審査請求人の主張のとおり、「義務はございませ 

ん。議事録は作成しません。」と発言している一方で、「議事録の作成に 

ついては、こちら側で判断する。」とも発言していることから、当該本 

件個人情報の内容は、事実でないとは認められない。 

(b) 別表請求番号欄の請求番号６５及び１１４に係る本件個人情報の内容 

             について、審査請求人が、「人間の対応ではない」「迷惑行為の積み重ね 

が、違法（犯罪）行為となっている。他の利用者は口にしないだけであ 

る。」旨をそれぞれ発言していることは確認できず、当該本件個人情報 

の内容と録音データとの間に齟齬が生じていないとまでは言い切れな 

い。 

(c)  別表請求番号欄の請求番号８０に係る本件個人情報の内容（審査請求

人がカメラを２台持参してきたかどうか）及び別表請求番号欄の請求番

号１４５に係る本件個人情報の内容（審査請求人が長時間カウンターを

占領したかどうか）については、いずれも録音データからは当該本件個

人情報の内容が事実であるかどうかを確認することができないこと、ま

た、録音データのほかに確認できるような証拠資料も特段提出されてい

ないことから、当該本件個人情報の内容が事実でないかどうかは判明せ

ず、したがって、これらは事実でないとは認められない。 

(d)  別表請求番号欄の請求番号１４６及び１７５に係る本件個人情報の内

容については、当該本件個人情報の内容と録音データとの間に齟齬が生

じておらず、どちらも審査請求人と図書館の職員との間のやり取りの内

容をそのとおり記載したものであることから、当該本件個人情報の内容

は、事実でないとは認められない。 

以上の理由により、別表請求番号欄の請求番号５７、８０・１４５、１ 

４６・１７５に係る本件個人情報については、その内容が事実ではないと 

は認められない。したがって、これらの情報については、本件訂正請求に 

理由があるとは認められない。 

一方で、別表請求番号欄の請求番号６５・１１４に係る本件個人情報に 

     ついては、齟齬が生じていないとまでは言い切れず、事実でない可能性も 

     ある。 

(ｳ) 上記(ｱ)(ｲ)に掲げる請求番号以外の番号に係る本件個人情報の内容が事実 

でないか 

  当審議会において、上記(ｱ)(ｲ)に掲げる請求番号以外の番号に係る本件訂

正請求内容を見分したところ、本件個人情報の内容そのものに追加をし、本
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件個人情報の内容を詳細に表現することを求めるような趣旨での訂正請求で

あることが認められたところである。 

したがって、本件個人情報に、本件訂正請求内容のとおりの追加等をする

ことで、本件個人情報が事実に合致する正しい個人情報となるのかどうかの

検討を下記６(3)ウにおいて行う。 

ウ 本件訂正請求内容のとおりに訂正することで事実に合致する正しい個人情報と 

なるか 

本件個人情報（上記６(3)イのとおり、本件個人情報の内容が事実でないとは認

められないとして、本件訂正請求に理由がないと判断した別表請求番号欄の請求

番号５７、８０・１４５、１３９・２０２、１４６・１７５に係る本件個人情報

は除く）について、本件訂正請求内容のとおりに追加等の訂正をすることで、事

実に合致する正しい個人情報となることが認められるかについて、以下のとおり

検討を行う。 

上記６（2）の記載のとおり、管理運営報告書とは、原則として、図書館の職 

     員間での情報共有を目的とする文書である。こうした文書の目的に鑑みると、管 

理運営報告書の概要（内容）欄に記載される情報とは、まさに「概要」なのであっ 

て、図書館という組織内で、苦情や相談などの内容やそれに対する対応等が職員 

間で一定程度把握できる状態にあれば足りるものであり、実施機関において、そ 

の内容を端的にまとめて管理運営報告書の概要（内容）欄に記載することは、文 

書の目的に照らしても、当然に許容されているというべきである。 

当審議会で、本件個人情報が記載されている対象管理運営報告書を確認したと 

ころ、実施機関は、審査請求人との１回につき約９０分間のやり取りをＡ４サイ 

ズ２枚から４枚程度にまとめて記載していることが認められた。このまとめの分 

量は、約９０分間のやり取りを一言一句書き起こした場合と比べると少ないもの 

の、直属の上司を経由して図書館長に対し状況を報告し、図書館内の職員間で情 

報共有するための文書量としては、相応であると認められること、また、当審議

会で、本件個人情報の内容と録音データを照らし合わせて確認したところ、審査

請求人と図書館の職員とのやり取りがどのような内容を中心に進められたのかと

いう点では、両者の間に大きな齟齬は生じておらず、概ね一致していることが認

められる。 

以上を勘案すると、図書館の職員は、対象管理運営報告書の概要（内容）欄に

記載された本件個人情報の内容を基に、審査請求人とのやり取りの進捗状況等を

十分把握することができていたものと判断されることから、本件個人情報の内容

は、管理運営報告書の目的に反しない範囲で記載されたものであるといえる。 

      したがって、本件個人情報中に、審査請求人が重要な事実であると考える内容 

     が記載されていなかったり、審査請求人の意に沿わない表現が用いられていたり、 

     さらには、不正確な内容が含まれていたとしても、根本的に、本件個人情報の内 

容が、管理運営報告書の目的に反しない範囲で記載されたものであるといえる限 

り、本件個人情報は、事実と合致する正しい個人情報と認められるものであって、 

本件訂正請求内容のとおりに追加等の訂正をしないことが、本件個人情報に、本 

来記載されるべき事項が記載されていないであるとか、内容が誤って解釈される 

ことになるとか、ひいては、審査請求人の法的保護に値する権利利益が害される 

ことになるなどとは認められない。 

   よって、本件個人情報は、本件訂正請求内容のとおりに文言の追加などを含む

訂正をすることで、事実に合致する正しい個人情報となるとは認められず、本件
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訂正請求には理由があるとは認められない。 

(4) 本件個人情報について、訂正が本件個人情報を取り扱う事務の目的の達成に必 

  要な範囲内と認められるか 

当審議会では、上記６(3)のとおり、本件個人情報が記載された管理運営報告書 

の目的に照らし、本件訂正請求には、理由があるとは認められないと判断したもの 

であるが、当該訂正が、本件個人情報を取り扱う事務の目的の達成に必要な範囲内 

であると認められるかについても念のため検討する。 

まず、本件個人情報を取り扱う事務の目的は、上記６(2)のとおり、「図書館利 

  用者からの苦情、相談のほか、館内で起きたトラブルなど図書館運営に関する事 

  項について、図書館長まで報告し館内で共有すること」であり、上記目的に鑑み 

ると、本件個人情報を取り扱う事務の目的は、「当該事項について、図書館長まで 

報告し館内で共有した」時点で達成されるものであると考えられるところ、実施 

機関は、上記目的に従って作成された対象管理運営報告書を直属の上司を経て、 

図書館長まで回議を終えており、この時点で本件個人情報を取り扱う事務の目的 

は既に達成されていると認められる。 

なお、本件個人情報が、図書館を所管する教育庁内部の組織等で、審査請求人 

と図書館職員とのやり取りに関連して生じる事務の資料として利用される可能性 

があるとしても、本件個人情報の記載を本件訂正請求内容のとおりに訂正するこ 

とが、こうした事務の結果に直接の影響を与えるものとは考えにくい。 

したがって、本件個人情報について、訂正が個人情報を取り扱う事務の目的の 

達成に必要な範囲内であるとはいえず、この点から検討してみても、実施機関に 

訂正義務を認めることはできない。 

 

したがって、本件訂正請求に対して、実施機関に条例第２８条に規定する訂正の

義務を認めることはできない。 

 

 以上の理由により、「１ 審議会の結論」のとおり判断する。 

 

 

 



請求番号 

本件個人情報が記載された

対象管理運営報告書の日付 

対象管理運営報告書における本件個人情報の箇所 

２７ 平成 25 年 7 月 19 日 １ページ目 概要欄 ５行目から 

２８ 平成 25 年 7 月 19 日 １ページ目 概要欄 下から４行目から 

２９ 平成 25 年 7 月 19 日 ２ページ目 概要欄 １行目から 

３８ 

平成 25 年 9 月 18 日、 

平成 25 年 9 月 25 日 
１ページ目 概要欄 下から７行目から 

３９ 

平成 25 年 9 月 18 日、 

平成 25 年 9 月 25 日 
２ページ目 概要欄 下から１１行目から 

４０ 

平成 25 年 12 月 25 日、 

平成 26 年 1 月 10 日 
１ページ目 概要欄 ３行目から 

４１ 

平成 25 年 12 月 25 日、 

平成 26 年 1 月 10 日 
１ページ目 概要欄 下から６行目から 

５５ 平成 26 年 9 月 26 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

５６ 平成 26 年 9 月 26 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

５７ 平成 26 年 9 月 26 日 ２ページ目 概要欄 ７行目から 

５８ 平成 26 年 9 月 26 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

５９ 平成 26 年 9 月 26 日 １ページ目 概要欄 １１行目から 

６０ 平成 26 年 9 月 26 日 ２ページ目 概要欄 ４行目から 

６２ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 ９行目から 

６３ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 ９行目から 

６４ 平成 26 年 11 月 21 日 ２ページ目 内容欄 下から５行目から 

６５ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 下から８行目から 

６６ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

６７ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 下から９行目から 

６８ 平成 26 年 11 月 21 日 １ページ目 内容欄 下から５行目から 

６９ 平成 26 年 11 月 21 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

７０ 平成 26 年 12 月 19 日 １ページ目 内容欄 ２行目から 

７１ 平成 26 年 12 月 19 日 １ページ目 内容欄 ５行目から 

７２ 平成 26 年 12 月 19 日 １ページ目 内容欄 １０行目から 

７３ 平成 26 年 12 月 19 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

７４ 平成 26 年 12 月 19 日 １ページ目 内容欄 下から３行目から 

７５ 平成 27 年 1 月 16 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

７６ 平成 27 年 1 月 16 日 １ページ目 内容欄 ７行目から 

７７ 平成 27 年 1 月 16 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

７８ 平成 27 年 1 月 16 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

７９ 平成 27 年 1 月 16 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 



８０ 平成 27 年 1 月 16 日 １ページ目 内容欄 下から３行目から 

８１ 平成 27 年 1 月 30 日 １ページ目 内容欄 ２行目から 

８２ 平成 27 年 1 月 30 日 １ページ目 内容欄 ４行目から 

８３ 平成 27 年 1 月 30 日 １ページ目 内容欄 ６行目から 

８４ 平成 27 年 1 月 30 日 １ページ目 内容欄 ７行目から 

８５ 平成 27 年 1 月 30 日 １ページ目 内容欄 ８行目から 

８６ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

８７ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

８８ 平成 27 年 4 月 10 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

８９ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 ６行目から 

９０ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 ８行目から 

９１ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から５行目から 

９２ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から４行目から 

９３ 平成 27 年 4 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から２行目から 

９４ 平成 27 年 4 月 10 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

９５ 平成 27 年 5 月 22 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

９６ 平成 27 年 5 月 22 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

９７ 平成 27 年 5 月 22 日 １ページ目 内容欄 ６行目から 

９８ 平成 27 年 5 月 22 日 １ページ目 内容欄 ８行目から 

９９ 平成 27 年 5 月 22 日 １ページ目 内容欄 下から８行目から 

１００ 平成 27 年 5 月 22 日 １ページ目 内容欄 下から２行目から 

１０１ 平成 27 年 5 月 22 日 ２ページ目 内容欄 １行目から 

１０２ 平成 27 年 5 月 22 日 ２ページ目 内容欄 ５行目から 

１０３ 平成 27 年 5 月 22 日 ２ページ目 内容欄 下から４行目から 

１０４ 平成 27 年 5 月 22 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１０５ 平成 27 年 5 月 22 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１０６ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

１０７ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 ３行目から 

１０８ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 ３行目から 

１０９ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 ３行目から 

１１０ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 ７行目から 

１１１ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 １０行目から 

１１２ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から９行目から 

１１３ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

１１４ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から５行目から 

１１５ 平成 27 年 7 月 10 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１１６ 平成 27 年 7 月 10 日 １ページ目 内容欄 下から２行目から 



１１７ 平成 27 年 7 月 10 日 ２ページ目 内容欄 １行目から 

１１８ 平成 27 年 7 月 10 日 ２ページ目 内容欄 ３行目から 

１１９ 平成 27 年 7 月 10 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１２０ 平成 27 年 7 月 10 日 ２ページ目 内容欄 ６行目から 

１２１ 平成 27 年 9 月 11 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

１２２ 平成 27 年 9 月 11 日 １ページ目 内容欄 ４行目から 

１２３ 平成 27 年 9 月 11 日 １ページ目 内容欄 ９行目から 

１２４ 平成 27 年 9 月 11 日 １ページ目 内容欄 下から１０行目から 

１２５ 平成 27 年 9 月 11 日 １ページ目 内容欄 下から８行目から 

１２６ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 １行目から 

１２７ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 ８行目から 

１２８ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 １０行目から 

１２９ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 １５行目から 

１３０ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 １５行目から 

１３１ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 １８行目から 

１３２ 平成 27 年 11 月 13 日 １ページ目 内容欄 ２３行目から 

１３３ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 １行目から 

１３４ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 １行目から 

１３５ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 １２行目から 

１３６ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 １２行目から 

１３７ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 １２行目から 

１３８ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 下から６行目から 

１３９ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 下から６行目から 

１４０ 平成 28 年 1 月 8日 １ページ目 内容欄 下から６行目から 

１４１ 平成 28 年 1 月 8日 ２ページ目 内容欄 １行目から 

１４２ 平成 28 年 1 月 8日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１４３ 平成 28 年 1 月 8日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１４４ 平成 28 年 1 月 8日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１４５ 平成 28 年 1 月 8日 ２ページ目 内容欄 １５行目から 

１４６ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 ３行目から 

１４７ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 ３行目から 

１４８ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 １３行目から 

１４９ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 １３行目から 

１５０ 平成 28 年 4 月 15 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１５１ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

１５２ 平成 28 年 4 月 15 日 １ページ目 内容欄 下から１行目から 

１５３ 平成 28 年 4 月 15 日 ２ページ目 内容欄 ８行目から 



１５９ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 ２行目から 

１６０ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 ４行目から 

１６１ 平成 28 年 6 月 17 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１６２ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 １１行目から 

１６３ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 １４行目から 

１６４ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 下から１０行目から 

１６５ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 下から３行目から 

１６６ 平成 28 年 6 月 17 日 １ページ目 内容欄 下から２行目から 

１６７ 平成 28 年 6 月 17 日 ２ページ目 内容欄 ８行目から 

１６８ 平成 28 年 6 月 17 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１６９ 平成 28 年 6 月 17 日 ２ページ目 内容欄 １２行目から 

１７０ 平成 28 年 6 月 17 日 ２ページ目 内容欄 １４行目から 

１７１ 平成 28 年 6 月 17 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１７２ 平成 28 年 6 月 17 日 ２ページ目 内容欄 下から６行目から 

１７３ 平成 28 年 7 月 29 日 １ページ目 概要欄 ２行目から 

１７４ 平成 28 年 7 月 29 日 １ページ目 概要欄 ８行目から 

１７５ 平成 28 年 7 月 29 日 １ページ目 概要欄 １１行目から 

１７６ 平成 28 年 7 月 29 日 １ページ目 概要欄 １１行目から 

１７７ 平成 28 年 7 月 29 日 １ページ目 概要欄 下から１０行目から 

１７８ 平成 28 年 7 月 29 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１７９ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 １行目から 

１８０ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 ５行目から 

１８１ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 ７行目から 

１８２ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 １０行目から 

１８３ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 １２行目から 

１８４ 平成 28 年 7 月 29 日 ２ページ目 概要欄 １４行目から 

１８６ 平成 28 年 7 月 29 日 ３ページ目 概要欄 １行目から 

１８７ 平成 28 年 7 月 29 日 ３ページ目 概要欄 １行目から 

１８８ 平成 28 年 7 月 29 日 ３ページ目 概要欄 ５行目から 

１８９ 平成 28 年 7 月 29 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１９０ 平成 28 年 7 月 29 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

１９１ 平成 28 年 7 月 29 日 ３ページ目 概要欄 下から５行目から 

１９２ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 ２行目から 

１９３ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 ２行目から 

１９４ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 ９行目から 

１９５ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 下から９行目から 

１９７ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 下から６行目から 



１９８ 平成 28 年 9 月 9日 １ページ目 概要欄 下から２行目から 

１９９ 平成 28 年 9 月 9日 ２ページ目 概要欄 ３行目から 

２００ 平成 28 年 9 月 9日 ２ページ目 概要欄 ６行目から 

２０１ 平成 28 年 9 月 9日 ２ページ目 概要欄 ６行目から 

２０２ 平成 28 年 9 月 9日 ２ページ目 概要欄 下から８行目から 

２０３ 平成 28 年 9 月 9日 ２ページ目 概要欄 下から５行目から 

２０４ 平成 28 年 10 月 7 日 １ページ目 概要欄 ２行目から 

２０５ 平成 28 年 10 月 7 日 １ページ目 概要欄 ５行目から 

２０６ 平成 28 年 10 月 7 日 １ページ目 概要欄 下から４行目から 

２０７ 平成 28 年 10 月 7 日 １ページ目 概要欄 下から３行目から 

２０８ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 ２行目から 

２０９ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 ５行目から 

２１０ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 １０行目から 

２１１ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 １６行目から 

２１２ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 ２１行目から 

２１３ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 下から１２行目から 

２１４ 平成 28 年 10 月 7 日 ２ページ目 概要欄 下から８行目から 

２１５ 平成 28 年 10 月 7 日 ３ページ目 概要欄 １行目から 

２１６ 平成 28 年 10 月 7 日 ３ページ目 概要欄 ５行目から 

２１７ 平成 28 年 10 月 7 日 ３ページ目 概要欄 下から１５行目から 

２１８ 平成 28 年 12 月 16 日 ２ページ目 内容欄 下から９行目から 

２１９ 平成 28 年 12 月 16 日 ２ページ目 内容欄 下から４行目から 

２２０ 平成 28 年 12 月 16 日 １ページ目 内容欄 １２行目から 

２２１ 平成 28 年 12 月 16 日 ２ページ目 内容欄 ５行目から 

２２２ 平成 28 年 12 月 16 日 ２ページ目 内容欄 １０行目から 

２２４ 平成 28 年 12 月 16 日 ３ページ目 内容欄 ８行目から 

２２５ 平成 28 年 12 月 16 日 ３ページ目 内容欄 １２行目から 

２２６ 平成 28 年 12 月 16 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

２５１ 平成 28 年 12 月 16 日 ２ページ目 内容欄 下から９行目から 

２５２ 平成 29 年 1 月 13 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

２５３ 平成 29 年 1 月 13 日 ―――（本件個人情報に追加を求めたもの） 

２５４ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 ６行目から 

２５５ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 １２行目から 

２５６ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 １４行目から 

２５７ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 下から７行目から 

２５８ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 下から５行目から 

２５９ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 下から４行目から 



２６０ 平成 29 年 1 月 13 日 １ページ目 内容欄 下から４行目から 

２６１ 平成 29 年 2 月 2日 １ページ目 内容欄 ２行目から 

２６２ 平成 29 年 2 月 2日 １ページ目 内容欄 １３行目から 

２６３ 平成 29 年 2 月 2日 １ページ目 内容欄 １３行目から 

２６４ 平成 29 年 2 月 2日 １ページ目 内容欄 下から８行目から 

２６５ 平成 29 年 2 月 2日 １ページ目 内容欄 下から５行目から 

２６６ 平成 29 年 2 月 2日 ２ページ目 内容欄 １行目から 

２６７ 平成 29 年 2 月 2日 ２ページ目 内容欄 １行目から 

２６８ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 ２行目から 

２６９ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 ５行目から 

２７０ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 ６行目から 

２７１ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 ８行目から 

２７２ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から１０行目から 

２７３ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から９行目から 

２７４ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から８行目から 

２７５ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から６行目から 

２７６ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から４行目から 

２７７ 平成 29 年 3 月 24 日 １ページ目 内容欄 下から１行目から 

 


